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銀河の進化を探る上での手がかりの一つが，銀河を構成する個々の星の化学組成である．これまでのセファイ
ド型変光星や散開星団中の恒星などの高分散分光観測により，天の川銀河に関しては恒星の化学組成の空間分布
が詳細に理解されてきた（Luckら 2019，Donorら 2020など）．これに対して，系外銀河の恒星は一般に暗いた
め高分散分光観測が難しく，化学組成の測定があまり進んでいない．
この状況を打破するために近年注目されている恒星種族の一つとして，赤色超巨星が挙げられる．赤色超巨星は

太陽の約 9倍以上の初期質量を持つ大質量星が進化した姿で，とても明るく（>104L⊙），とても若い（<50Myr）
という特徴を持つ（Ekströmら 2012）．このため，赤色超巨星は近年の高感度分光器を用いれば例えばM31の距
離にあっても高分散分光が可能であり，銀河の若い恒星の化学組成を調べるための絶好のターゲットである．
しかし，赤色超巨星のスペクトルは分子吸収線が支配的で，他の種類の恒星に対してしばしば用いられる可視

光分光での原子吸収線を用いた組成解析が困難であった．そこで我々は，分子吸収線の影響が最も弱い波長帯で
ある近赤外線 YJ バンド（0.97–1.32µm）の高分散スペクトルを用いることで，赤色超巨星の組成解析法の確立
に取り組んでいる（Taniguchiら 2021など）．我々は本手法の試験のために，WINERED分光器で観測した太陽
近傍に位置する 10天体のスペクトルを解析し，Feや Siなどの化学組成を得た．本講演では，我々が開発した赤
色超巨星の組成解析法を紹介するとともに，得られた化学組成の正確さに関して議論する．


